




要約:小児急性白血病児の晩期障害を神経学的所見から検討した。対象は治療開始後 3年以

上経過した27例(男15例、女12例)である。身体計測、CT、脳波、soft neurological signs、

IQ、Bender Gestalt 試験について調査した。その結果、再発例で神経学的異常を高率にみ

とめたが、初回緩解維持例(長期生存例)でも、4 歳未満の発症例に異常検査値を多くみと

め、リスクの低い若年層に対する治療法の検討の必要性が示唆された。 


